
第 14回愛媛大学教職員作品展企画 「気軽に俳句を詠んでみよう」 

 

八木健賞 特選（10句） 

番 句 所属等 氏名／ペンネーム 

1 あと一行また一行の夜長かな 教職員 櫻桃苑 

2 いつまでも進まぬ時計夜長かな 附属高 1 年 古茂田 敬 

3 部活中欠けた太陽見えた夏 附属中 1 年 大内祐史 

4 去年より今年の秋はもの思う 附属中 2 年 末光左京 

5 野良猫に行きつけの家秋桜 教職員家族 佐智子 

6 冬支度物置きの隅あけておく 附属中 1 年 三島沙織 

7 水筒も汗かくほどの日差しかな 附属中 3 年 池田悠人 

8 夕立ちだ明日の試合絶対勝つ 附属中 1 年 長岡和紀 

9 お茶碗にふわりと座る栗ごはん 附属中 3 年 萩野真理 

10 扇風機レトロとエコな風はこぶ 附属中 3 年 門屋安俊 

 

入選（30 句） 

1 お囃子の幽かに聞こゆる夜長かな 教職員 山内和美 

2 夜行バス隣は寝息の夜長かな 教職員 藤原正幸 

3 ひと夏の終わりを告げる花火かな 附属中 2 年 吉田衣莉加 

4 風などに負けてなるかとかかしかな 附属中 2 年 杉野和可子 

5 この夜長飽かず眺むる子の寝顔 教職員 橘 紀子 

6 天高くペガスス駆ける夜長かな 愛媛大学生 たぁぼう 

7 本本本夜長が私をさそってる 附属高 1 年 渡部真美 

8 道端のいが栗の中いつも空 附属高 1 年 八木綾香 

9 ごろんごろんと栗の御飯となりにけり OB 宍野宏治 

10 コスモスの海に漂う子供たち 教職員 奥本孝一 

11 栗拾い山にうにが落ちている 附属高 1 年 梅本葉月 

12 あの栗とこの栗そっくりびっくりだ 附属高 1 年 岡田大輝 

13 夕ごはん栗の中には白い虫 附属小 6 年 木原奈那子 

14 大粒の滴が落ちてく紅葉かな 附属中 2 年 大谷海斗 

15 口紅をぬりすぎ赤いもみじかな 附属中 2 年 江原愛実 



16 そっくりだ母の怒声と栗のイガ 附属中 3 年 杉澤眞優 

17 怒ってる栗の中身はやさしいな 附属中 3 年 井上拓也 

18 道ばたのいが栗見つけＵターン 教職員 さくらいろ 

19 銀杏や秋の便りを一番に 附属中 1 年 渡部侑樹 

20 切りすぎし髪を吹きぬく秋の風 附属中 1 年 髙智愛加 

21 しばらくは見たくないかなぶどう狩り 附属中 1 年 松原かのこ 

22 春の風新しくする文房具 附属中 1 年 丸山夏穂 

23 もみじがり葉のうらみたらムシだらけ 附属中 2 年 青野鷹哉 

24 道路脇ハミングしてるコスモスよ 附属中 2 年 大堀詩衣奈 

25 宿題と共に終わった夏休み 附属中 3 年 野田康平 

26 夕方の空に溶けこむ紅葉かな 附属中 3 年 佐伯奈津美 

27 短夜の深夜零時に来る虫ぞ 附属中 3 年 吉岡 遼 

28 涼しさに山まで着こむ紅葉服 附属中 3 年 宮本優生 

29 盆参りトトロ居そうな森を行く 附属中 3 年 中屋真希子 

30 あの人は日焼けあとさえさわやかで 附属中 3 年 松本美紗子 

 


